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大型ヘリカル装置(LHD)においては、初期プ

ラズマの生成、プラズマの加熱および制御のた

めに、電子サイクロトロン共鳴加熱（ECH）を

行っている。ジャイロトロンによって発生した

周波数77GHz及び154GHzのメガワット級のミ

リ波は、内径88.9mmのオーバーサイズコルゲー

ト導波管により約80m程度伝送され、LHD装置

内へミラー系を用いて所望の位置に集光入射

され、初期プラズマの生成、追加熱、およびプ

ラズマの制御に使われている。その際に、プラ

ズマや伝送系からの不要反射電磁波が、ジャイ

ロトロンの管内アウトガス発生や発振停止な

どの悪影響を及ぼすことがある。そのためジャ

イロトロンへの反射波を低減させるための手

立てが必要である。本研究では、使用している

コルゲート導波管伝送系において、導波管ギャ

ップを利用した不要反射電磁波フィルタ装置

を設計、製作し、その性能評価を進めている。 
 図１は、内径88.9mmのコルゲート導波管ギ

ャップを用いた場合の電磁波のギャップ長に

対するギャップ損失を計算した結果を示して

いる。ギャップ長が約300mmの場合には、

77GHzで約7%、154GHzでは約2.5％程度の損失

で、対向した導波管に結合されることがわかる。

プラズマ等からの反射波については、この導波

管ギャップによってランダムに放射されるた

め、対向するコルゲート導波管に戻る電磁波は

少なく、周辺のテフロンチューブを流れる水に

吸収されることになる。   
図2は、設計されたは不要反射波フィルター

装置の内部構造を示している。対向するコルゲ

ート導波管は、管軸が一致するように、傾きが

ないように設置されている。図3は、製作され

た不要反射波フィルター装置の内部構造の写

真である。不要電磁波を吸収するために冷却水

を流したテフロンチューブコイルによる不要

電磁波吸収構造を備えている。本発表では、周

波数154GHz帯用の反射波フィルタ装置の設計、

構造、性能評価について議論する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図 1. 導波管ギャップ長とギャップ損失の関係 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2. 不要反射波フィルター装置の構造図 

 
図 3. フィルター装置の内部 
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